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・ 新型コロナウイルス感染症の拡大により 、住民活動が止まり 、交流やつながり の機会が

  途切れ、身近な地域の人の顔が見えない状況が生まれまし た。時代の背景に応じ た住民

  同士の新し い支え合いや誰も が参加できる 地域活動の在り 方を考えていく こと が求め

  ら れています。

・ 地域福祉活動に参加し たい思いを 持つ住民や誰かの役に立ちたいと いう 思いを持っ た

  団体・ 企業等が多く 存在し ていますが、そのつながり はまだ不十分です。そのよう な思い

  をつなぐ 取り 組みの必要があり ます。

・ コロナ禍により 経済が停滞する中で、多く の生活に困った人や在住外国人が相談窓口を

  訪れました。多様な暮らし 方の尊重や細かい個別ニーズへの対応が求めら れます。

■ 現状と 課題

・ 住民は、誰にと っても 暮らし やすい地域づく り に向けて、自分にできること を 取り 組みます。

・ 団体は、子育て、障害、貧困等の対象と なる人たちの安心できる居場所とし ての機能を

  果たすだけでなく 、必要に応じ て見守り や相談窓口につなげるなど積極的に活動します。

・ 企業は、ＳＤＧｓ（ 持続可能な開発目標）やＣＳＲ（ 企業の社会的責任）の観点から 、地域に

  貢献し たいと いう 思いを発信し 、貧困対策や環境保全等、様々な活動に取り 組みます。

■ 地域での取り 組み

・ 地域福祉コーディ ネータ ーは積極的に地域へ出向く 等、地域住民や活動団体と の関係性

　の構築を 図ると と も に、地域のニーズや強みを 把握し 、 住民のニーズに応じ た活動を

　 進めていきます。

・ 住民・ 団体・ 企業の「 地域のために何かやり たい！誰かの役に立ちたい！」と いう 声を受

  け止め、活動を支援すると と もに、誰も が活動に参加できるよう 支援の充実に努めます。

・ 練馬区社協のネット ワークを 生かし 、福祉分野を 超えた多様な個人・ 団体・ 企業が出会

　い、対 話や交流で き る 機会（ 場）を 作り な がら 、住民の自発的な 企画・ 運営のサポー

　ト や、地域課題の解決に向けた取り 組み等を一緒に考えます。

■ 練馬区社協の取り 組み

多様な 主体がつ な がり 協働で き る 地域目指す 姿

地域の住民・ 団体・ 企業の
連携を 推進する取組項目4
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　 毎回、会場やテーマを 参加者同士で持ち回り をするなど、参加者が主体的に定例会を 展開し

ています。「 異なる 分野、業種の人の話を 聞く こ と で視野が広がっ た」、「 自分たちが他にも でき

ること がないか以前より 深く 考えるよう になっ た」、「 日頃から 連携し やすく なっ た」などの反響

があり 、現在も ゆる やかにつながる 定例会（ 北町ネット ）は続いています。

～気づき・ つなぎ・ 広げる ～

地域福祉コ ーディ ネータ ーの実践

　 地域福祉コ ーディ ネータ ーに 北町地域の住民から 、「 こ の地域にどんな

人がいて、どんなこ と をし ているか知り たい」と 相談が入り まし た。

　 地域のこ と を 気にかけてく れる 、まさ にネリ ーズの一言でし た。

　 地域の社会資源やさ ま ざ ま な 活動を 知っ て いる 地域福祉コ ーディ

ネータ ーは、つながり のある 活動団体等に声を 掛け交流会を 開催し 、お

互いを 知る 機会を 設けまし た。

　 交流会は、福祉作業所の自主製品の活用や傾聴ボラ ンティ ア活動など

の連携につな がり 、やがて 定例

会に発展し まし た。

　 あると き 定例会で地域で起き ている 心配事が話題になっ た時、地域活動団体の方から「 北町地

域で同じ 空気を 吸っている人に幸せになってほし い」と いう 発言があり まし た。参加者はこ の発言

に共感し 、その心配事について一緒に考え、さ まざまな意見が出まし た。そう し てそのう ちに、こ の

場はそれぞれの活動から 見える心配事などの話題をみんなで考える 場になっていきまし た。

ゆる やかな つな がり の場

が地域の複合的な課題を

解決する き っ かけの場に

なっ ています。

他の分野の方から

意見が聞けて 課題

解決に繋がっ た

顔の見える 関係が

で き て 相談し やす

く なっ た。

地域でこ んな 取り 組みが

広がっています

地域をつな ぐ 連携の推進～北町ネット ～



　 個人・ 商店・ 企業・ 公共機関など、 練馬区社協

の募金箱設置と いう 形でも 地域づく り に協力

く ださ っています。 集まっ た募金は、 障害者・

子ども・ 高齢者等福祉施設の備品、地域活動の

推進のための講座やイ ベン ト 、 相談会などに

活用さ れています。

　「 お互い様の気持ちでみんなで支え合う 地域

にし たい」「 少し でも 地域のお役に立つこ と が

でき れば、 でき るこ と から 始めたい」 と いう 思

いが地域づく り に

つながり ます。

　 障害者地域生活支援センタ ーき ら ら・ う いん

ぐ で は、町会・ 自治会の方と 地域のお祭り や

防災訓練を 実施し たり 、 地域の花壇整備や町

会掲示板ポスタ ー貼り をし ています。 地域で

の交流と と も に、活動や役割の機会があるこ と

で、 障害のある人が楽し く 、いきいきと

し た地域生活につながっ ていま す。

昭和3 6 年に発足し まし た。

「 さ あ！いよ いよ・ こ れから だ！！」を 合言

葉に健康、友愛 、奉仕を 主軸に「 音楽健康

体操教室」を実施し たり 、一人暮ら し や外

出が難し い会員仲間を 訪問し たり 、公園

清掃や募金活動などお互いに支えあいな

がら 様々な活動に取り 組んでいます。

　 き っ かけはお寺の住職から の「 地域に

ひら かれたお寺にし たい」と いう 相談で

し た。 ま ずは地域住民向けの終活セミ

ナーから はじ まり 、やがて境内を使っ た

マルシェ を定期開催するよう になり まし

た。 さ ら に地元の子ども が遊び、住民同

士が親睦を 深める「 智福寺まつり 」の開

催へと 広がっ ています。

　 お寺と 練馬区社協 、 障害者福祉施設、

地元商店会等が協働し 、「 地域にひら か

れたお寺づく り 」「 障害福祉の応援」「 地

元商店会の活性化」を合言葉に、 地域が

つながり 元気になれるよう 、それぞれの

思いと ネッ ト ワークを活かし て地域を盛

り 上げています。

　 スーパーマーケッ ト のピーコ ッ ク 高野台店では、

家庭で余っ ている食品を店内に設置し たボッ ク ス

に集めるフ ード ド ライブ 活動に取り 組んでいます。

社員の方の心配り で多く の食料寄付が集まっ てい

ます。

　 また、ラ イ フ コ コ ネリ 練馬駅前店では様々な理

由で販売はでき ないけれど品質に問題のない日用

品や食材を定期的に練馬区社協へ寄付する活動を

し ています。

　 寄付で集まっ た食品は

練馬区社協が定期的に受

け取りに行き 、生活に困窮

している人や地域のこども

食堂へお渡し し ています。

民生・ 児童委員は、誰も が地域で

安心して暮ら せるよう 高齢者や障

害のある方、子育て 中の方などの

相談を お受けし たり 、

区や関係機関と のつなぎ

役も 担っ ています。

　 　 　 　 　 　個人情報保護法や I T化が進み、

　 　 　 　 人と 人と のつな がり の希薄化や

　 　 　 　 体験格差が大きな 問題になっ ています。

「 地域社会は子ども たちを育て、社会性をはぐ く むゆり かご」

町会では若い世代も 含め、人と 人と のつながり を大切にし ながら 、

お祭り や芋煮会など 色々なイ ベン ト を 通じ て、将来を 担う

子ども たちの創造性や社会性を育んでいけたら と 思っています。 　 　 　

　 　 　

　 こ れまで人と のつながり に恵まれ、 困っ た

こ と があっ たら 人に助けても ら い暮ら し てき

まし た。 受けた恩を直接その方にお返し でき

ないこ と も あるので他の人に返す“ 恩送り ”

をし ています。 人は人と 関わると 力がつく と

実感し ています。 練馬区には３ つの大学があ

るので、 若い世代と の交流も し ていきたいで

す。 知るこ と 、 自分の味方が一杯いるこ と が

大切だと 思います。「 こ れでいいのだ。」 と 本

人と 家族が思える暮ら し を目指し たいです。

　 　

ど んぐ り の家

智福寺まつり

　 コ ロナ禍で在住外国人の相談が増え、 練馬区社協では国際 N G O や弁護士等と 相談会を

実施し 、言葉の壁や社会保障制度等の事情による生活・ 仕事・ 在留資格等さ まざまな相談事の

解決に取り 組んでいます。

在住外国人の生活相談から

～と も に地域で 暮らす支え合いを目指して～

地域を 支える

スーパーマーケット

練馬区老人ク ラ ブ

連合会は、

町会・ 自治会

募 金 箱設 置 で 地 域 貢 献

練馬区老人ク ラ ブ連合会の岩瀬さ ん

どんぐ り の家 運営委員

　 　 　 　  勉強に来ていた不登校の子が、勉強が

でき るよう になっ て面白く なっ たのか、学校に行く よう になり 、

 高校に合格し たこ と が嬉し かっ たです。 一緒に勉強し た子が、

　 　 　 教える側になっ てく れると いいなと 思っ ています。      

　「 地域のために！」と 練馬区社協に遺贈さ れた

一軒家を “ 地域の居場所にし たい！” と 元民生委員や町会と

話し 合い、ふれあいサロンやこ ども・ おと な食堂・ 学習支援等、

様々な活動が行われる多世代交流の場と し 、今では、 地域に

根付いています。 活動を 周知し ながら 、地域づく り をし たい

人や若い人と 一緒に地域を良く し ていきたいです。

町会・ 自治会長の木内さ ん
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